会　議　録
	１　会議名
	第６回南砺市協働のまちづくり推進会議

	２　議題（公開）
	１．分科会に分かれて意見交換と課題の取りまとめ

	３　開催日時
	平成２７年８月３日（月）

開会時間：午後７時／閉会時間：午後９時００分

	４　開催場所
	南砺市協働のまちづくり支援センター

	５　会議出席者


	［委員：出席１２名／全２０名］　※５０音順

今川浩美、上坂正治、江田　攻、沖田光弘、武田勇人、武田和一、名村桂子、能登貴史、林　則雄、堀　豊次、森川武雄、安居時美
※欠席委員：磯辺文雄、江田久嗣、長田正勝、栗山芳雄、河合朱希代、
齋藤よし子、法邑千映子、松本浩希、
［市：出席2名］

事務局

市民協働課長　　　　　　　　宮崎博好
　〃　　　市民協働係長　　　水口浩巳

	６　傍聴者
	　1名

	７　会議記録

分科会に分かれて意見交換課題の取りまとめ
	委員長：本日は、各課題について、検討いただき、８月には仮の提案を提出する予定である。また、条例を変更したい場合は、議会への提出もあるので、１１月までに意見をまとめる必要がある。グループ討議をやっていただき、後半でまとめを発表していただきたい。
【周知・広報】
協働　市民と市がうれしい仕組みづくりを行う。
1 行政は、パブコメを出すタイミングと仕組みを考える。
2 傍聴後の、意見や感想を出してもらう。傍聴の人数目標を設定する。
男女比や年齢なども調査に入れる。

3 アンケートの実施しそれを公開する。（議会や講演会など）
【コーディネーター】

１８条に市の役割でコーディネーターを置くことになっている。支援員ではコーディネーターは、無理があり、コーディネーターには、地域の問題と解決について行動してもらいたい。専門的な技量が必要。地域からだけでなく広く内外から募集（３１自治振興会分は必要ない）する。コーディネーターの身分も保証して地域の支援員とも協力し合い活動する。

【自治振興会】
自治振興会の予算、決算の使途が公表されていないと地域住民との共有がなされていない。地域内への公開を行い、運用の評価を行うことも必要である。まちづくり教育の参加者に自治振興会に参加してもらい研修で学んだ事や情報を自治振興会の中で討議してもらい、会のリーダー的存在になってもらう。
市は、自治振興会に交付金を出しているが、その目的などをはっきりさせる。
【行政評価】

内部評価はなされている。この評価はHPで公表されているが、市民がもっとわかりやすく見ることができるように検討してもらう。外部評価も取り入れていく。

この条例は、４０歳代から下の方には周知度がとても低いと思われるので、若者への周知方法を検討していく


	今後の進め方について
	８月２０日までに、本日の取りまとめを委員に送付し、意見を出してもらい、運営委員会で８月下旬にとりまとめる。各部会で協議が足りない場合は、独自に開催し、意見集約する。

	その他
	能登委員が椿館での「パブコメ入門講座」開催の案内

日時　平成２７年８月９日（日）13:30～

場所　南砺市「いのくち椿館」視聴覚室
副委員長が挨拶し、会議を閉じる。　　終了２１時００分
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